
   

    

             

 
 

  

 

空
虚
と
離
れ
て 

毎
日
を
楽
し
く
生
き
る 于 

雷 

 

環
境
汚
染
、
全
世
界
経
済
不
況
、
寒
流
襲
来
、

大
雪
爆
弾
な
ど
た
く
さ
ん
の
情
報
で
大
勢
の
人
々 

の
情
緒
は
低
谷
に
陥
り
ま
し
た
。 

空
虚
は
病
気
で
す
。
健
康
に
大
変
悪
い
影
響
が 

あ
る
心
理
の
病
気
で
す
。
心
理
医
学
で
言
え
ば
追 

求
な
し
、
精
神
寄
せ
る
所
な
し
、
精
神
世
界
空
白
、 

支
え
が
な
し
の
病
気
は
空
虚
で
す
。
個
人
、
家
庭
、 

社
会
の
損
害
が
あ
り
ま
す
。 

 

長
期
の
空
虚
感
は
病
気
で
す
。 

１
、
人
類
の
各
種
の
情
緒
の
中
で
空
虚
は
一
番
分 

か
り
に
く
く
病
名
も
つ
け
に
く
い
病
気
で
す
。 

私
た
ち
の
日
常
で
よ
く
こ
う
い
う
話
を
聞
き
ま

す
。
「
も
う
い
い
で
す
！
」
と
言
っ
て
そ
の
ま

ま
や
る
気
が
な
く
、
何
を
し
て
も
続
か
な
い
。

「
年
だ
か
ら
役
に
立
た
な
い
。
頭
が
空
っ
ぽ
」

等
そ
れ
は
空
虚
の
現
れ
で
す
。 

空
虚
感
が
長
く
続
く
と
人
の
精
神
は
す
べ
て
空

虚
感
に
縛
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

２
、
た
く
さ
ん
の
人
は
頭
が
良
い
で
す
。
会
社
を 

作
っ
た
り
企
業
を
作
っ
た
り
、
う
ま
く
い
き
ま 

し
た
。
で
も
有
名
に
な
り
夢
が
叶
っ
た
後
で
、

あ
る
人
は
努
力
の
方
向
が
わ
か
ら
な
く
な
り
ま

し
た
。
毎
日
お
酒
を
飲
ん
で
ば
か
り
で
や
る
気

も
な
く
努
力
も
し
な
く
な
り
ま
し
た
。
空
虚
の

中
で
自
分
を
見
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 ど
う
し
て
空
虚
に
な
る
の
？ 

社
会
の
進
歩
に
従
っ
て
私
た
ち
は
高
速
発
展 

 

の
時
代
に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
時
代
は
一
番
挫 

折
感
を
覚
え
や
す
い
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
物 

質
世
界
の
高
度
発
展
ば
か
り
で
精
神
世
界
の
発 

展
が
ほ
と
ん
ど
な
い
で
す
。
毎
日
忙
し
い
人
は 

一
日
の
中
に
精
神
の
休
息
す
る
時
間
や
愉
快
に 

過
ご
す
時
間
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
た
く
さ 

ん
の
人
は
精
神
空
虚
に
な
り
、
心
の
沼
に
落
ち 

て
離
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

空
虚
の
心
理
の
源 

１
、
自
分
自
身
に
対
し
て
正
確
な
認
識
が
あ
り
ま 

せ
ん
。
自
分
の
能
力
が
と
て
も
低
い
と
思
っ
て 

毎
日
悩
ん
で
い
る
。
い
つ
も
自
分
に
能
力
が
な 

い
、
仕
事
の
環
境
も
生
活
の
環
境
も
良
く
な
い
、 

シ
ョ
ッ
ク
、
し
ょ
う
が
な
い
、
空
虚
の
世
界
に 

201３年２月号 

 

 

【No.５５】 



入
り
ま
す
。 

 
２
、
外
部
環
境
の
突
然
変
化 

退
職
、
失
恋
、
仕
事
に
挫
折
、
投
資
失
敗
、

経
済
不
振
な
ど
失
落
と
困
惑
で
戸
惑
う
。 

 

３
、
大
勢
の
人
は
一
般
人
よ
り
と
て
も
物
質
的

余
裕
が
あ
り
ま
す
が
幸
福
を
感
じ
な
い
で
す
。

価
値
感
も
あ
り
ま
せ
ん
。
精
神
の
空
虚
感
は

物
質
の
余
裕
で
は
改
変
出
来
ま
せ
ん
。 

 

空
虚
感
に
勝
ち
ま
し
ょ
う
。 

１
、
精
神
の
目
標
を
作
る
。 

気
功
医
学
は
“
治
病
求
本
”
で
す
。
発
病 

の
原
因
に
対
し
て
施
術
し
ま
す
。
空
虚
の
原 

因
は
生
命
の
目
標
、
信
仰
の
追
求
の
迷
い
で 

す
。
高
い
理
想
作
り
、
は
っ
き
り
し
た
人
生 

の
目
標
を
作
り
ま
す
。
で
も
そ
の
過
程
は
時 

間
が
か
か
り
ま
す
。
堅
定
的
な
自
分
の
人
生 

目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
る
と
空
虚
感 

も
ど
ん
ど
ん
な
く
な
り
ま
す
。 

 ２
、
生
活
の
熱
情
を
培
養
す
る
。 

生
活
は
と
て
も
美
し
く
楽
し
い
こ
と
で
す
。 

人
生
の
生
活
態
度
は
と
て
も
重
要
で
す
。 

大
自
然
は
誰
に
対
し
て
も
平
等
で
す
。
同
じ 

白
雲
、
同
じ
高
峰
、
同
じ
大
海
で
す
。
良
性 

意
念
で
大
自
然
の
気
を
と
り
ま
す
。
勤
勉
に 

仕
事
を
し
、
他
人
を
愛
す
る
。
仕
事
の
実
績 

を
と
り
な
が
ら
他
人
へ
の
感
謝
の
中
で
人
生 

の
歓
び
を
感
じ
ま
す
。
生
命
の
意
味
は
生
活 

の
熱
愛
、
人
の
熱
愛
、
仕
事
の
熱
愛
で
す
。 

そ
の
熱
愛
の
意
味
が
わ
か
っ
た
時
、
自
分
の 

空
虚
感
は
な
く
な
り
ま
す
。 

 

３
、
積
極
的
に
自
分
の
心
理
素
質
を
高
め
る
。

同
じ
生
活
環
境
の
中
で
生
活
し
て
い
て
も 

心
理
素
質
の
違
い
で
あ
る
時
は
人
の
運
命
と 

幸
福
感
は
違
い
ま
す
。
良
性
意
念
で
気
功
を 

し
て
心
理
素
質
を
高
め
る
こ
と
は
と
て
も
良 

い
方
法
で
す
。 

 

４
、
は
っ
き
り
自
分
自
身
が
わ
か
る
。 

大
地
を
し
っ
か
り
踏
む
こ
と
。 

空
虚
感
が
あ
る
人
は
た
く
さ
ん
の
不
安 

が
あ
り
、
あ
る
人
は
現
実
と
離
れ
過
ぎ
る
希 

望
と
目
標
を
持
ち
ま
す
。
生
活
の
中
に
た
く 

さ
ん
目
標
を
追
求
し
ま
す
。
で
も
何
も
実
際 

の
行
動
を
し
ま
せ
ん
。 

毎
日
楽
し
ん
で
ま
す
か
。
毎
日
自
分
は
実
際
の

こ
と
を
や
り
ま
し
た
か
。 

寝
て
い
る
時
に
よ
く
自
分
に
聞
け
ば
わ
か
り
ま

す
。
空
虚
感
は
あ
な
た
か
ら
離
れ
て
い
き
ま
す
。 

天
下
の
人
は
す
べ
て 

幸
せ
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。 

 

「
中
華
氣
功
」
の
記
事
よ
り 

于 

雷 

 

北
京
神
州
気
功
研
究
会
会
長
の
泉
福
友
さ
ん
は

私
の
友
人
で
す
。
２
０
数
年
以
来
私
た
ち
の

気
功
活
動
、
国
際
気
功
師
の
認
定
に
際
し
、

た
く
さ
ん
の
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

彼
も
中
国
で
と
て
も
有
名
な
気
功
師
で
す
。

専
門
は
胆
石
治
療
で
す
。
今
回
は
彼
の
胆
石

治
療
の
文
章
が
「
中
華
氣
功
」
１
９
９
２
年

３
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
記
事
を
紹
介
し

ま
す
。
気
功
治
療
に
よ
っ
て
胆
石
は
痛
み
も

な
く
早
く
て
効
果
が
大
き
い
で
す
。
彼
の
臨

床
治
療
６
０
０
例
の
患
者
さ
ん
は
有
効
率
１

０
０
％
で
す
。
そ
の
技
術
に
つ
い
て
私
と
彼

は
楽
し
み
に
話
し
合
い
ま
し
た
。
日
本
で
胆

石
に
困
っ
て
い
る
人
は
是
非
気
功
を
頼
っ
て 



下
さ
い
。
実
際
の
症
例
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。  

 

一
、
病
歴
情
報 

６
０
０
例
の
中
に
は
男
子
１
２
０
人
、
女
子
４
８

０
人
。
年
齢
２
５
～
７
０
才
。
最
長
２
０
年
、
最

短
６
ヶ
月
。
す
べ
て
病
院
の
超
音
波
で
確
実
に
診

断
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
、
胆
嚢
石
４
１
０
例
、

胆
総
管
石
８
０
例
、
肝

内
胆
管
石
９
０
例
、
他

の
石
２
０
例
。
そ
の
内
、

胆
嚢
手
術
を
受
け
た

人
は
４
０
人
だ
け
で

し
た
。 

 

二
、
治
療
方
法 

治
療
と
自
己
練
功
方

法
で
行
い
ま
す
。 

治
療
は
外
気
排
石
治

療
。 

練
功
法
は
“
排
石
功
” 

外
気
治
療
の
技
術 

開
穴
法
・
行
法
・
瀉

法
・
震
法
。 

取
穴 

胆
嚢
、
陽
陵
泉
、
霊
台
、
中
脘
、
期
門
、
章
門
、

神
闕
。 

 

三
、
治
療
効
果 

完
璧
に
治
り
ま
し
た
。
１
１
０
例 

と
て
も
良
く
な
り
ま
し
た
。
４
２
０
例 

効
果
が
あ
り
石
が
減
り
ま
し
た
。
７
０
例 

１
０
回
以
内
で
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
２
４
０
例 

２
０
回
以
内
で
効
果
が
あ
り
ま

し
た
。
３
２
０
例 

３
０
回
以
内
で
効
果
が
あ
り
ま

し
た
。
４
０
例 

 

四
、
排
石
状
況 

一
番
多
い
人
で
１
０
７
枚
の
石

が
出
ま
し
た
。 

最
大
石
２
、
３×

１
、
１
㎝ 

砂
の
よ
う
な
石
は
数
え
切
れ
な

い
。 

１
回
の
治
療
で
排
石
さ
れ
た
石

を
見
た
人
６
０
人 

２
～
５
回
の
治
療
で
排
石
さ
れ

た
石
を
見
た
人 

３
２
０
人 

６
～
１
０
回
の
治
療
で
排
石
さ
れ
た
石
を
見
た
人

１
６
０
人 

１
１
回
以
上
の
治
療
で
排
石
さ
れ
た
石
を
見
た
人

６
０
人 

 

症
例 

一
、
劉
さ
ん
（
５
４
才 

男
性
） 

自
覚
症
状 

右
腹
痛
み
（
背
中
迄
） 

便
秘
（
油
料
理
嫌
い
） 

５
年 

 

超
音
波
検
査
で
４
、
１×

０
、
９
㎝
胆
石
あ
り 

体
位
移
動
で
石
も
動
く 

３
回
の
治
療
で
１
５
５
粒
の
石
が
出
た
。 

痛
み
が
と
れ
た
。 

便
も
正
常 

１
５
回
の
治
療
で
７
６
粒
の
石
が
出
た
。 

 

二
、
李
さ
ん
（
５
１
才 

女
性
） 

気
持
ち
悪
い
。
も
ど
す
。 

痛
み
（
背
中
、
腰
に
放
射
す
る
痛
み
） 

超
音
波
検
査
で
５
、
４×

１
、
２
㎝
の
石
が
あ
り 

症
状 

口
が
苦
い
。
黄
だ
ん 

１
回
の
治
療
で
た
く
さ
ん
の
砂
の
よ
う
な
石
を
排

石
し
た
。 

１
５
回
の
治
療
で
完
治
し
た
。 



雷
拳
解
説 

二
十
四
式 

左
大
鵬
展
翅 

 
 

 
 

（
ひ
だ
り
た
い
ほ
う
て
ん
し
） 

姿
勢 

重
心
左
に
移
る
。 

特
に
腰
は
左
に
寄
せ
る
。 

身
は
左
へ
ね
じ
る
。 

左
腕
は
外
へ
弧
線
を
描
く
。 

右
腕
は
左
へ
身
と
一
緒
に
弧
線
を
描
く
。 

 

意
念
・
呼
吸 

前
同
一
。 

二
十
五
式 

右
大
鵬
展
翅 

前
同
一 

二
十
六
式 

左
大
鵬
展
翅 

前
同
一 

二
十
七
式 

雲
開
現
日 

前
同
一 

 

二
十
八
式 

上
歩
奔
雷 

（
じ
ょ
う
ほ
ほ
ん
ら
い
） 

拳
名
の
解
説 

上
歩
は
足
が
一
歩
上
が
る
。 

奔
雷
は
両
拳
が
迅
雷
の
よ
う
に
気
の
パ
ワ
ー
を
よ

く
体
現
す
る
動
作
で
す
。 

両
腕
は
気
の
パ
ワ
ー
を
た
め
る
。 

足
が
前
に
走
る
よ
う
に
。 

両
拳
は
迅
雷
の
型
で
押
し
出
す
。 

動
作
の
要
領
は
全
身
の
パ
ワ
ー
で
こ
の
動
作
を
完

成
す
る
。 

動
作
の
強
さ
を
よ
く
体
現
し
ま
し
ょ
う
。 

 

姿
勢 

両
手
は
掌
が
拳
に
な
る
。 

体
の
前
を
経
由
し
て
左
か
ら
下
へ
、
そ
し
て
右
へ
、

右
側
頭
上
を
経
由
し
て
左
上
方
に
押
し
出
す
。 

左
拳
が
下
、
右
拳
が
上
。 

重
心
は
前
に
移
り
、
全
身
の
パ
ワ
ー
を
左
約
４
５

度
方
向
に
出
す
。 

 

呼
吸 

両
拳
を
回
す
時
吸
う 

前
に
出
す
時
呼
。 

 

意
念 

自
分
自
身
は
頂
天
立
地
の
巨
人
で
す
。 

両
拳
は
迅
雷
の
よ
う
に
。 

 

若
返
り
薬
膳 

 

白
胡
麻
５
０
０
グ
ラ
ム
を
鉄
鍋
の
中
で
弱
火
で
炒

り
ま
す
。 

香
り
が
出
た
ら
お
皿
に
入
れ
て
冷
ま
し
ま
す
。 

炒
っ
た
胡
麻
を
１
回
分
ス
プ
ー
ン
２
さ
じ
（
２
０

グ
ラ
ム
位
）
に
砂
糖
を
混
ぜ
て
お
湯
と
一
緒
に
い

た
だ
き
ま
す
。 

 

効
果 

陰
の
気
が
強
く
な
る
。 

肝
腎
を
栄
養
す
る
。 

髪
が
黒
く
な
る
。 

咳
、
皮
膚
の
乾
燥
、
老
人
の
便
秘
に
も
効
く
。 

   

月
刊｢

氣｣

の
目
的
は
皆
様
と
の
心
の
交
流
で
す
。

皆
様
が
ど
ん
な
こ
と
を
思
い
、
悩
ん
で
い
る
か
を

分
か
ち
合
う
場
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

月
刊｢

気｣

の
発
行
が
、
皆
様
と
一
緒
に
楽
し
み
に
、

よ
り
良
い
形
で
長
く
続
く
よ
う
に
皆
様
の
応
援
を

お
願
い
致
し
ま
す
。 

一
人
一
部
以
上
の
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

応
援
価
格 

一
部 

二
〇
〇
円 

編
集
責
任
者 

 

于 

雷 

編
集
ス
タ
ッ
フ 

植
松 

惠
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
林 

達
志 
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連
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